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1 

「ヨーコちゃん、今日のお弁当は何がいいかしら？」 
ヨーコのお母さんが聞きました。

「全部私の大好きなものにしてちょうだい。」とよう子は答えました。
2 

ヨーコのお母さんはすのこにご飯を広げました。それぞれにこっそりヨーコの好物を置いて巻き上げました。そしてやなぎで編んだお弁当箱につめました。
3 

「かわいいオチビちゃん、学校で楽しくすごしておいで。いってらっしゃい。」とヨーコのお母さんは見送りました。

「行ってきます！」とヨーコは元気よく答えました。
4 

ヨーコは友達に次々にこんにちはと声をかけました。ジェンキンズ先生のクラスのみんなは「朝の歌」を歌いました。
5 

正午になるとジェンキンズ先生は「お昼ですよ。」とベルで合図をしました。「みなさん、お弁当を出して、いただきましょう」
6 

ティモシーはピーナッツ・バターと蜂蜜入りサンドウィッチの包みを開けました。

バレリーはクリームチーズ・ジャムサンドを食べました。フリッツはミートボールサンドイッチを、チューリップはライ麦パンにスイスチーズをのせたものを食べました。
7 

ヘイゼルはライ麦の黒パンに卵サラダをのせて、ドリスは白パンにチューブ入りチーズをぬって、ふたごのフランクはフランクフルトに豆ソースをかけたものを食べました。

8 

ヨーコはお母さんが作ってくれたお弁当を開けました。中には大好きなお寿司が入っていました。太巻きの中はパリパリのキュウリ、ピンク色の海老、緑の海草とおいしいマグロ。
9 

「おまえの弁当は何だ？」と兄のフランクが聞きました。「ウへー、緑色してらぁ。海草だぜー」
10 

「おいおい、うそだろ！」と弟のフランクがいいました。「おい、おい、生のさかなだなんてやめてくれよ！」
11 
「気をつけろ！動いてるぜ」とドリス。

「たまらない匂いだ！」とチューリップとフリッツがいいました。

バレリーは悪ふざけの口笛を鳴らしながら、

「全員　ひなん！」とさけびました。
12 

お昼休みになりました。でも、ヨーコはボール遊びもブランコもしませんでした。

「どうしたの、ヨーコちゃん？」とジェンキンズ先生が声をかけました。

「みんなが、私のお弁当をばかにしたの！」とヨーコは言いました。

「そんなこと、気にしないで。おやつの時間までに、みんな忘れてしまうわよ。」とジェンキンズ先生はなぐさめました。
13 

でもいじわるは続きました。おやつタイムに、ヨーコは小倉アイスクリームが入った魔法ビンを開けました。
「あずきアイスクリームだなんて、一体なんだ、こりゃ！」とフランクが鼻でせせら笑いました。
ジェンキンズ先生は歌でみんなをなかよくさせようとしました。
14 

仲良しの歌を歌っても、みんなはなかよくはなりませんでした。
その晩、ジェンキンズ先生は遅くまでヨーコのことを考えました。そして、いい考えを思いつきました。
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ジェンキンズ

15 

ヨーコのお母さんは、そのお手紙を見て、「クラスのみんなに デラックスなお寿司を作ってあげるわよ！」とはりきりました。

「心配することはないわ、かわいいオチビちゃん。食べてみればだれだってお寿司が大好きになるはず！」
16 

月曜日の朝、バレリーとお母さんはメキシコ料理のエンチラ－ダを一皿持ってきました。
17 

ティモシーとお母さんはカリブのココナツ・チップスを作って持ってきました。
18 

ヘイゼルはナイジェリアのナッツスープ、ハリーはブラジルナッツ、ドリスはアイリッシュ・シチューでした。チューリップはポテト・クニッシュを、モニカはマンゴー・スムージーを、フリッツはスパゲッティを持ってきました。
19 

兄のフランクはボストンフランクフルトと豆を料理したものを持ってきました。
20
正午になると、ジェンキンズ先生がお昼のベルを鳴らしました。みんなは、「手を洗いましょう」の歌を歌いました。
21 

「みなさん、今日は「世界中の食事を楽しむ会」です。どんなことをすると思いますか。」とジェンキング先生が聞きました。
「世界中の料理、どれでも食べてみなさいっていうこと！！」と全員がそろって答えました。
22 

バレリーが合図の笛を吹くと、あっという間にナッツは跡形もなくなり、スムージーは一滴も残っていませんでした。
23 

ところが、だれもヨーコのお寿司には手をつけようとしませんでした。
24 

ヨーコはがっかりして、「学びの樹」の下にすわってみんなのことを見ていました。
すると、突然、カチッ、カチッという、おはしの音が聞こえてきました。
25 

ティモシーでした。彼はまだおなかがすいていたのです。
26 
「こうやって食べるのよ」とヨーコはティモシーにお箸の使い方を教えてあげました。
27 

「明日もまた寿司を食べたいなあ！」とティモシーはいいました。

「お母さんに頼んでみるわね。」とヨーコはにっこりして答えました。
28 
スクールバスの歌を歌っているときに、ティモシーはポケットに入っていたココナッツ・チップスを見つけてヨーコにあげました。

「小倉アイスクリームよりもずっとおいしいわ。」とヨーコはいいました。
29 
バスの中で、ティモシーとヨーコは、明日は二人の机を合わせてレストランを開こうと相談しました。
30 

次の日、二人はレストランを開きました。

みんなは、ティモシーのトマトサンドイッチやヨーコのドラゴン巻きを注文しました。

デザートは抹茶アイスクリームとブラウニーです。

みんなは、おなか一杯になるまで食べました。

31　　　　　　　　　
メニュー
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いろいろな飲み物
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